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写真　平成13年9月２３日、鹿角市役所周辺で開催された｢ふれあい広場｣のオープニングセレモニーですばらしい演奏を

　　　披露して下さった尾去沢保育園と大里保育園の幼年消防クラブのヂビッ子たちです。
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1

SIを利扁したJ

　　　　☆　ハチに刺された　毛馬内　Ｓさん

　朝に自宅の周りを歩いていると、スズメバチが飛んできました。頭を

「ブチッ円という音で刺されたので、「これは大変なことになる」と思

い、自宅へ戻りましたが、玄関前で私は気を失ってしまいました。

　どれくらい気を失っていたのでしょうか。気がつくと病院のベッドに

いました。話を聞くと、息子夫婦は以前に救命講習を受講したことがあ

り、私に心肺蘇生法をしてくれたとのことでした。　私が今こうして生

活できるのは息子が「人工呼吸」、嫁が「心臓マッサージ」

を救急車がくるまで行ってくれたおかげです。本当に感謝　　　‘

の気持ちでいっぱいです私も含めもっと多くの人が救命

締

講習を受講し、かけがえのない命を救う手を差し伸べてい

ただきたいと思います。

　　　　　☆　孫がケイレンをおこした　八幡平　Ｋさん

　突然おばあちゃんが「孫が大変だ！」というので、家族みんなで娘の

もとに駆け寄ると、娘は白目をむいて紫色の唇になり、全身がケイレン

していました。いくら呼びかけても答えてくれず、どこか遠くにいって

しまった感じがして、このまま死んでしまうのではないかと思いました。

救急車を呼ぼうとおぱあちゃんが電話しましたが、１１４番にかけてし

まうなど、家族全員がパニック状態でした。。。。。･　　　　　。。｡

　１１９番に電話をかけ直し、不安な気持ちで救急車の到着を待ってい

ると、救急車よ０先に谷内にある分駐所から消防の人が駆け付けてくれ

ました。消防の人を見た瞬間、私は急に肩の力が抜け、「ホッ」としま

した。　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　十

　幸い私の娘は救急車が来る前にケイレンも治まり、大事には至りませ

んでした。私達が住む谷内地区には消防の分駐所があり、火事だけでな

くこのような時にも駆け付けてくれることが解り、本当に心強く感じて

　います。

●●種種機●●●種機種機種

に
１
１
９
番
の
ベ
ル
が
鳴
り
響
く
。
「
２
歳

の
女
の
子
が
水
路
に
転
落
。
」
電
話
先
か
ら

非
常
に
あ
わ
て
て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
「
救
急
隊
出
動
１
・
」

　
現
場
到
着
ま
で
の
数
分
間
、
「
呼
吸
は
し

て
い
る
か
？
心
肺
停
止
状
態
で
は
？
応
急
処

置
は
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
」
最
悪
の
状
態

を
想
定
し
、
救
急
資
機
材
の
準
備
を
済
ま
せ

て
現
場
到
着
。
緊
迫
し
た
雰
囲
気
の
中
で
私

達
３
人
の
救
急
隊
員
は
救
い
を
求
め
て
い
る

き
か
か
え
、
何
度
も
子
供
の
名
前
を
叫
ぶ
母

親
の
姿
で
し
た
。
直
ち
に
観
察
を
開
始
す
る

と
、
全
く
動
か
な
く
、
呼
吸
も
脈
も
感
じ
ら

れ
ま
せ
ん
。
母
親
が
「
助
け
て
Ｉ
・
」
と
叫
ぶ

中
、
「
何
と
か
こ
の
子
を
助
け
た
い
」
「
幼
い

命
の
灯
火
を
消
し
て
た
ま
る
か
」
と
い
う
思

い
で
必
死
に
救
命
処
置
を
し
、
病
院
へ
搬
送

し
ま
し
た
。

　
病
院
到
着
後
、
一
時
は
心
拍
が
再
開
し
た

も
の
の
残
念
な
が
ら
幼
い
命
の
灯
火
は
消
え

「
ジ
ー
ジ
ー
ー
・
」
消
防
署
の
通
信
指
令
室
‐
‐
　
っ
た
光
景
は
泣
き
叫
び
な
が
ら
我
が
子
を
抱

「
救
今
季
向
上
を
日
指
す
き
７
ｙ
け
と
な
っ
た
出
来
事
」

忘
れ
ら
れ
な
い
日
　
Ｍ
救
急
隊
員

女
の
子
の
元
へ

急
ぎ
ま
し
た
。

そ
し
て
目
に
入

一一一一－

　
こ
の
体

験
が
私
を

救
急
に
奮

い
立
た
せ

る
き
っ
か

け
と
な
っ

て
い
ま
す
。

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
泣
き
叫
ぶ
母
親
の
姿
に
、
そ
の
場
に
い
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
た
ち
の
無

力
さ
を
痛
切
に
感
じ
、
帰
署
途
中
の
救
急
車

内
で
は
誰
一
人
と
し
て
□
を
開
く
こ
と
な

く
、
悲
し
み
と
悔
し
さ
を
か
み
し
め
ま
し
た
。

●
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　　やけどしてしまったら

①　水道の水で痛みがなくなるまで十分

に冷やす。水ふくれができた場合、つぶ

さないように注意してください。

　服の上からのやけどは着たまま冷やし

ます。

　30分くらいは冷やすことに専念して

ください。冷やしが足りないと、後でや

けどが悪化することもあります。

知って得する!

やけどの応急処置

そ･　家伝の妙薬のたぐいや味噌・しょう油などを塗るこ

とは厳禁。チンク油・オリーブ油・軟膏類もよくない。

種類によっては医師の治療の妨げになります。

②　やけどに清潔なが一ゼや布を

当て、水ふくれがつぶれないよう

に包帯します。

　その後病院へ行き、診断を受け

てください。



　
去
る
９
月
と
1
0
月
に
十
和
田
分
署
と
小
坂
分
署
へ
最
新
鋭
の
‐
‐
‐

水
槽
付
き
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
と
高
規
格
救
急
車
が
そ
れ
ぞ
れ
‐
‐
‐

更
新
配
備
さ
れ
ま
し
た
の
で
概
要
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
十
和
田
分
署

　
　
　
　
水
槽
付
ポ
ン
プ
車

　
十
和
田
分
署
に
配
備
さ
れ
た

水
槽
付
き
ポ
ン
プ
車
は
、
従
来

の
ポ
ン
プ
車
と
ほ
ば
同
様
な
構

造
で
、
車
両
の
中
央
付
近
に
約

二
千
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
積
載
可

能
な
水
槽
が
装
備
さ
れ
て
い
ま

す
。

積
載
さ
れ
て

水槽付きポンプ車と
顛格鶴車へ更新配備！

い
る
水
槽
に
よ
‐
‐

り
、
山
林
火
災
、
‐
‐
‐

高
速
道
路
等
、

水
利
の
乏
し
い

災
害
現
場
で
も

迅
速
な
活
動
が

小
坂
分
署
　
V
I

　
　
高
規
格
救
急
車

小
坂
分
署
に
配
備
さ
れ
た
高

行
え
ま
す
・
　
‐
‐
‐
規
格
救
急
車
は
、
平
成
１
１
年
に

　
主
な
特
徴
Ｔ
不
著
に
配
備
さ
れ
た
高
規
格
救

は
、
駆
動
方
式
偏
－
車
同
様
、
救
急
救
命
士
に
よ

が
、
フ
ル
タ
イ
‐
‐
‐
る
高
度
な
救
急
処
置
が
で
き
る

ム
四
駆
の
た
め
‐
‐
‐
ゆ
と
り
の
あ
る
室
内
空
間
と
機

冬
期
間
や
悪
路
‐
‐
‐
能
的
な
室
内
レ
イ
ア
ウ
ト
ヽ
充

で
も
ス
ム
ー
ズ
‐
‐
‐
実
し
た
救
急
資
器
材
の
積
載
に

な
走
行
が
で
き
‐
‐
‐
よ
り
高
度
な
救
急
活
動
が
可
能

ま
す
。
　
　
　
　
‐
‐
‐
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
ま
た
ヽ
車
両
‐
‐
‐
　
主
な
特
徴
は
ヽ
駆
動
方
式
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

後
部
に
設
置
六
こ
フ
ル
タ
イ
ム
四
駆
を
採
用
。
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

れ
た
資
機
材
積
ご
’
に
、
空
気
バ
ネ
式
防
振
ス
ト
レ

載
部
分
の
両
側

に
シ
ャ
ッ
タ
ー

方
式
等
を
採
用
し
た
こ
と
に
よ

り
、
資
機
材
の
汚
れ
や
サ
ビ
の

防
止
に
な
り
、
吏
に
は
ポ
ン
プ

車
の
美
観
性
が
向
上
し
ま
し
た
。

●

ツ
ヂ
ャ
ー
を
積
載
し
た
こ
と
に

よ
り
傷
病
者
の
負
担
を
軽
減
し

ま
す
。
心
電
図
電
送
装
置
や
衛

星
車
載
用
携
帯
電
話
、
半
自
動

式
除
細
動
器
も
搭
載
し
、
救
命

率
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　９

危

険

６

　
ご
家
庭
な
ど
に
あ
る
消
火
器
を
使
用

し
た
と
き
、
消
火
器
が
破
裂
し
、
怪
我

も
し
く
は
死
亡
す
る
と
い
っ
た
事
故
が

起
き
て
い
ま
す
。

　
消
火
器
の
上
部
（
図
－
１
①
）
や
、

消
火
器
の
底
部
（
図
－
１
②
）
に
、
変

形
、
傷
、
サ
ビ
な
ど
の
あ
る
消
火
器
は

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
古
い
消
火
器
の
取
り
扱
い
や
処
分
に

つ
い
て
の
ご
質
問
は
、
消
防
署
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
　
　
①

②

　(図一1)
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最
近
、
消
火
器
等
の
訪
問
販
売
に
よ

る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。

　
消
防
署
で
は
消
火
器
等
の
訪
問
販
売

は
一
切
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
怪
し
い
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
消
防
署
へ

ご
連
絡
下
さ
い
。

　
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

・
消
防
職
員
や
団
員
と
似
た
、
ま
ぎ
ら

　
わ
し
い
服
装
を
し
て
い
る
。

・
　
「
消
防
署
の
方
か
ら
来
ま
し
た
」
な

　
ど
と
い
う
。

・
　
「
消
防
法
が
改
正
に
上
な
ど
と
巧

　
み
な
言
葉
遣
い
で
勧
誘
す
る
。

　摺前回｣ﾎﾟンプ七

　詣ソく巡り臼し元

【小型ポンプ】

　八幡平第1分団第1部(永田)

　尾去沢第2分団第1部(山方)

【積載車】

　毛馬内第1分団第2部(甚兵工川原)

　錦　木第1分団第2部(錦丁)

　大　湯第2分団第1部(一本木)

　花　輪第4分団第1部(級ﾉ木)

【ポンプ車】

　大　湯第1分団第1部(中田)

　上記の地区のポンプ車等が､今年度更新さ

れました。

　これからも、今まで以上に地域のみなさん

のためにがんばってください。



■防火管理者未選任

圓消防用設備未定期点検

■防炎性能品未使用

□避難訓練未実施

こ
三
回

－
　
●

躍

・
問
い
合
わ
せ
先

口消火器未設置

□消防用設備の球切れ

に
つ
い
て
特
別
立
入
検
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
指
摘
さ
れ
た
違
反
の
内
訳
は
、

左
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

考
す
て
人

を
出
っ
一

事
外
な
ー

土
蕃

す
る
消
防
用
設
備
、
避
難
経
路
等
一

秋
の
火
災
予
防
運
動

　
　
【
十
一
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
一

各
地
区
で
地
域
の
み
な
さ
ん
に
よ
る

消
火
訓
練
や
座
談
会
が
行
わ
れ
ま
す

○

　
鹿
角
広
域
管
内
で
も
２
階
以
上

の
雑
居
ビ
ル
を
対
象
と
し
、
防
火

管
理
体
制
や
消
火
器
を
は
じ
め
と

た

- 一 一

る
痛
ま
し
い
出
来
事
が
あ
り
ま
し
‐
‐
‐
‐

食堂経営

と
も
あ
り
、
4
4
名
も
の
死
者
が
出

　
去
る
９
月
１
日
午
前
１
時
頃
、

東
京
都
新
宿
区
歌
舞
伎
町
で
雑
居

ビ
ル
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
深

夜
の
に
ぎ
わ
う
時
間
帯
と
い
う
こ

Ｍさん

　歌舞伎町の火災をニュースで知った後、

店内の消火器を点検しました。又、特別立

入検査で指摘された事は全て業者に点検し

てもらい、直していただきました。改めて

火災の恐怖を感じ、いざという時のために

従業員への指導を徹底したいと思います。

1寺
男!|
立
入
･|寅

自i
W
剖蓋

携帯駈･PH9がらの119嗇麗

　
Ｐ
Ｈ
Ｓ
（
ｏ
フ
ｏ
か
ら
は
じ
ま
る

自
届
書
万
の
機
種
）
か
ら
１
１
９
番

れ
ま
す
。

携帯電話から１

携
帯
電
話
（
ｏ
９
ｏ
か
ら
は
じ
ま
る

自
局
番
号
の
機
種
）
か
ら
１
１
９
番

通
報
す
る
と
大
館
広
域
消
防

１９番通報し、大館広域消

防本部から鹿角広域消防本部へ転送される

際、通話が「切れたり」「聞き取りにくい」

状態になる場合があります。

■その他

　J附加i』屈服犯があります

１１月４日（日）

　花　輪　　平元地区　　　　6時00分より

　八幡平　　川部地区　　　　6時00分より

　小　坂　　町　　内　　　　5時30分より

※　火災予防週間中は朝夕７時に各地区のサイ

　　レン（警鐘）が吹鳴します。

第38回秋田県消防操法大会
　９月フ日、岩城町の秋田県消防学校で開催され、

鹿角支部の代表として出場した消防団員は、日頃の

訓練成果を発揮し健闘しました。

成績は次のとおりです。

【総合の部】

【ポンプ車操法の部】

八幡平第１分団第１部

位
位
㈲

C
Y
n
n

第
第
谷

　
　
　
ぐ

【小型ポンプ操法の部】　第４位゛7°’

尾去沢第１分団第１部（西道□）……

　火災の時にみなさんが駆け付けた車のため、消防

車が現場へ到着できす大変困っています。火災など

の時に現場付近に路上駐車をするのはやめましょう。

　交通事故の原因や消防活動の妨害になります。み

なさんのご協力をお願いします。

　広報「消防鹿角」に関するご意見・要望等がございましたら

下記の連絡先までお願いします。

　また、当広報へ掲載したい記事等も受け付けています。

　消防本部・消防署　　鴛示談

　　　　　　　　　ｙ　　　　電話　35-2006
　十　和　田　句　署　　Fax　35-2007

　小　坂　分　署　　瓢言言

　八幡平分駐所　　電話34-2229

● 注意// ●

①　大館広域消防本部へ電話番号と氏名を確実に伝えて

　下さい。

②　通報後は電源を切らないでください。再確認のため

　に電話することがあります。

③　住所・目標物を確認し、あせらす落ち着いて通報し

　て下さい。

④　自動車運転中の通報は大変危険です。通話が断続し

●ない安全な場所に停車して通報して下さい。

　　※　高速道路での通報は非常用電話を利用して通

　　報しましょう。

　　※　近くに一般電話や公衆電話があるときは、そ

　　れらを利用して通報しましょう。
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